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＜連絡事項＞

· 昨日、立ち入り検査終了している。

· 青陽館下駄箱の整理を実施していく。
＜利用者様情報＞

板橋　利美　様～本日、グループホーム同居者（大久保康弘様）に「腹痛があるから休む」と伝言してデイケアを欠席している。青明舎に情報提供しているが、本日はグループホーム世話人が不在の為、訪問はしていないとのこと。先週水曜日より、嘔吐や腹痛などの体調不良訴えがある為、担当医に情報提供を行なっていく。

藤村　　翔　様～昨日、怒り口調での独語が多く、「ハッキリ言えよ」等と表情硬く話していることがある。会話時は表情や口調の硬さはなく対応している。また、田向玲美様を気にしている様子で、騒がしい田向様に対して「少し静かにしてもらえますか？」と声をかけたり、「ＳＳＴは一緒のグループにしないで欲しい」とスタッフに伝えたりしている。煩わしいと思っていても、落ち着いて相手に声をかけることが出来たことを評価している。

川村　　享　様～両手の皮が分厚く、全体的に乾燥してささくれている様子あり。手は洗っている様子。本人に詳細確認していく。

川口　尚良　様～先週火曜日、眠剤を服用し忘れたとスタッフに先週の時点で報告されている。翌日は忘れずに眠剤服用し、ぐっすり眠れたと話されている。

晴山　美智子様～母親様の状態について尋ねると、「城北病院を追い出されて、有料老人ホームに入っている」と話されている。城北病院では間食の差し入れを禁止されていたが、父親様も本人も差し入れを行なっていた為、入院継続が困難になったとのこと。

　　　　　　　　母親様の入所費がある為、生活費を入れなくてはいけなくなったことが本人は厳しいと考えている様子。食事に対して浪費している為、その部分を調整してはどうかと説明するが、本人は上の空で聞いている。

田中　正士　様～来所時に「今日は足が痛い」と自分からスタッフに報告すること出来ている。運動や歩行時は注意するように説明。運動は問題なく行なうことが出来ている。午後には「気温が上がってきたから痛みが和らいだ」と話されている。

種本　サハ　様～夜食の内容と回数について振り返りを行なっている。「グループホームにいると嫌がらせを受ける。食べている時はスッキリする」と話されている。担当医にも自分で間食について報告はしているとのこと。腹囲の増加や検査データの悪化がみられているため、これ以上悪化するようであれば入院も考慮しなくてはならないと担当医から説明されたとのこと。

　　　　　　　　本日も表情の硬さみられており、「デイナイトでもどこでもいじめられる」と話されていることある。また、正月に病院前の美容院に散髪に行った際、美容院の水道管が破裂したのを自分のせいだと思い、後で5万円を渡しに行ったが、美容院は受け取らなかったとのこと。本人のせいではない為お金を支払う必要はないこと、大金を安易に動かさないように説明しているが、本人は理解出来ていない様子。

冨田　紀子　様～グループホームで何かトラブルはないかと確認すると、「無いです」とハッキリと話されている。本人がしばしば厳しい言葉を周囲に浴びせている情報が他者からあること説明するが、本人は何のことかわからない様子。トラブルの元となるような行動は、当日のうちに注意していくようにする。

淡路　智恵子様～現在、青陽館とグループホームにて禁煙をしようと努力している最中だと話されている。グループホームでは、夏場は屋外、冬場は玄関で喫煙すると決まりがあるが、最近は冬場でも外で吸うようにと周囲から言われるため、ストレスであると話されている。また、グループホーム内で自分が一番若いからといって、様々頼まれるのが負担になっている部分もある様子。本人の訴えを傾聴し、心的負担を軽減していく。







